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考え Native　 material の 部分的加水分解 に つ い て 検討

した．Takadiastaseで は 分解 され ない が pH 　L5（HGI）

で 70℃ 〜80℃ で 加熱す る と単糖 に 迄 分解 され る事 な く

任意 の 大 き さに 調 整 し得 た．夊 Polysaccharideの 沈澱

剤 と して Iso−propanol を 使用す る と55〜70％ （V ！V ）

濃度で 水溶液 より分離 しうる事が分 つ たの で タ ン ク 培

養 に依 つ て得た比較的大量の 醸酵液 よ りの 分離精製を

検討 した．

　種 々 の 極限粘度を有す る Polysacchar亜de　fractionの

分子量 を Light　scattering 　 method に ょ り測定 し粘度

との 関係に つ い て も考察 し たが本Polysaccharideは 高

粘度 の 剤に 分子量 は小さ く Nativeな もの で25万乃至

30万 と堆定 きれ る．

59．AerOdacter属細菌の生成する

　　Polysaccharide の 研究　（第 2 載）

　　　p 。ly5。 cc卜gride 生 成薗等 の グ ル ク ウ ロ ン 酸 に 対

　　　す る 挙動

　　　 阪大 ， 工 ， 醗酵

　　　　　　　　　三 崎　 旭，0 東　登 志彦

　Aerebaeter属細菌が グル ク ウ ロ ン 酸を含有する多糖

類を菌体外 に 生 産する事は 既 ｝ご報告 し た が グ ル ク ウ ロ

ン 酸圭成の 機構及び 条件 を知る 目的 で Aerobacter 属細

菌 に 於け る グ ル ク ウ ロ ン 酸 の 代謝 を研究室保存 の 30株

よ り選んだ ん 鉚 09 θ 解 ∫ A −2
，
・4．面 α解 の 二 株 に つ い

て 検圧的に 呼吸 を測定 した．グル ク ウ ロ ン 酸基質に 於

け る酸素吸収速隻は最初 グル コ ース 基質の 場合の 施程

度 で あ るが 徐々 に 増加 し後 ， 同程隻 と な る．菌体の 洗

滌を繰返す とその 能力は低下 し た．こ の 場合， マ ロ ン

酸塩 ， 砒酸盡 ， モ ノ ヨ ード醋酸 ， 弗化 ソ ーダ ， シ ス テ

イ ン らの 阻害剤に 対 して は グ ル コ ース 基質の 場合 と同

じ 傾向の 阻害が見られ たが 2
，
4・dinitrophenol

， 窒 1匕ソ

ーダ に 対して は グル コ ース 基質の 場含ほど鋭敏な阻害

は な か つ た．夊 ，グル ク ウ ロ ン 酸基質へ の 適応能力 は

カ ゼ イ ン 加水分解物 ， ウ ラ シ ル に よつ て増加され る こ

とな く， グル コ ー
ス ，ATP の 如き力源を添加す る こ

とに よつ て 若干増大す る の が 認 め られ た ，

60．微生物 の 生産する抗菌性物質　（第21報 ）
’

　　　放 線 茜N−35号 苗 の 生 童 す る抗 黴 物 質 （其 の 2）

　　　　 阪大応化

　　　　　　　　田 口　久治 ， ○吉川　光一

先 に 当研究室 で 土 壤 よ り分艦 した 放線菌 N −35 号菌

が F・R ・C・群 に 属す る抗徽物質以外に Polyenc系に 属

きな い 抗黴物質 Phaeochromin を生産 す る こ とを 認

め ， その 菌学的性質及び理化学的性質に つ い て報告し

た が，今回は Phaeochromin の 精製 に つ い て 精細な検

討 を 行 つ た．

　 Phae   hromin は 培養濾液を酸性 として 醋酸 エ チ ー

ル エ ス テ ル で 抽出 し うる．

　 F・R．C・群は ア ル カ リ性 と して n 一ブ タ ノ ール で 抽出

す る，

　 醋酸 エ チ
ー

ル エ ス テ ル 抽出液を減圧濃縮 し， こ の 濃

縮液に つ い て 向流分配法 を実施 した．装置 は60本の ガ

ラス 平衡管 を そな え t もの を用 い ， 溶媒系に つ い て 検

討を行 つ た．

　醋酸エ チ ール エ ス テ ル と pH ＝ 7の 燐酸塩緩衝溶液

を用い て 120回移行を行 つ た 時 ， 単
一

物質 と考えて い

た Phaeochromin は二 つ の 部分 lcfi劃 され た の で 夫 々

Phaeochromin 　A ，　B 　と呼称す る こ とに し た． ア ミ ノ

酸，蛋白質 及 び糖類の 定 性 反応 は と もに陰性で，紫外

部吸 収 もと もに な く，化学的 性質 の 非常に類似し た物

質 と考 えて い る．

61．微生 物の生産ず る抗菌徃物質 （第22報）

　　放 腺萄 H43 号菌 の 生 産す る抗 生物 質に つ い て

　　　 阪 大 ， 工 ， 醗 酵

　　　　　　　　　田 口　久治，0 細見　正 明

　 当研兜室に 於い て 須署の 土壤 よ り分離 し た放線菌H

43号菌 ぱ菌学勾諸性質 が 舐 otivochromogenUS 　｝C最 も類

似 した菌株 で あ る が ，
ゼ ラ チ ン液 1匕力 がゆ るやか で あ

る点 ， 及び 萄葡糖寒天壇地 ， 合成培地 ， 牛乳培地 で の

性伏に 於い て 異なり，
Bergey の 分類書 に よれ ば ， 全 く

一致 する菌侏を見出し得ない の で St．　sumaenSis 　 n ．　S．と

命名 した
’

　本菌株を萄葡糖 L5 ％ ，
ベ プ トン O．5％，肉 エ キス O・5

％ ， 食薀 0．3％ ，
KH2PO ．± O．2％ ，

　MgSOI ・7H200 ．05

％ ，
FeSOI ・7H200 ．OOI％ ，　GaaOs 　O3 ％ ， （pH 　7。0）の

組 成 培 地 で 28℃ ，84時 間 振 盪 培養 を行 うと培養濾液中

に グ ラ ム 陽性菌， 及 び グ ラ ム 陰性菌並び に 抗襲性菌に

対 して 抗菌力を有す る 抗細菌性物質が 生産 さ れ る．

　有効物質の 抽出方法 は活性炭を使用 して の 吸着法を

用い ， 培養濾液を pH 　3．0 で 2 ％ 活性炭吸着 ， 次い で

pH 　2 ．5 の 酸性 メ タ ノ ール に よ る加 温 溶 出 の 操 作 を 繰

返 す こ とに よつ て精製 し得 る．

　本抗 生物質の ， 紫外部吸 収 ス ペ ク トラ ム は310m μに

最大 値 を有 し，
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